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令和７年度あつぎ郷土博物館事業報告 

 

１ 展 示 

（１）特別展 

市制70周年記念展示 

「寿 －毛利家と共に－」 

期  間  １月24日～３月１日 開催日数 35日 

期間中の博物館入館者数 5,338人（１日平均 約152人） 

アンケートによる満足度 91％ 

内  容  鎌倉幕府初代征夷大将軍の源頼朝の側近として仕えた大江広元の四男の季光から

始まる毛利氏に焦点を当てた展示。毛利氏と厚木市の歴史的つながりを多くの市民

に知っていただくことを目的として、市制70周年を記念した展示を実施した。 

 

（２）企画展 

ア 友好都市展 

 「いとまんの文化と自然」 

期  間  ７月19日～９月７日 開催日数 50日 

期間中の博物館入館者数 5,116人（１日平均 約102人） 

アンケートによる満足度 88％ 

内  容  友好都市である糸満市の文化と自然を、糸満市から借用する民具などの実物資 

料を中心とする展示会を企画。生業（漁業、農業）、年中行事（祭り、芸能）、 

先祖祭祀など多岐にわたる分野を紹介した。 

 

イ 「記録されたあつぎの災害 －地震・神鳴り・禍事・やまひ－」 

期  間  10月４日～11月30日 開催日数 57日 

期間中の博物館入館者数 4,555人（１日平均 約80人） 

アンケートによる満足度 93％ 

内  容  江戸時代から近代初期にかけて、厚木市域内で起きた災害を古くから恐ろしい 

     ものの代名詞とされた「地震・雷・火事・親父」になぞらえて、地震、神鳴り（水 

害）、禍事（火事と富士山の噴火）、やまひ（感染症）に文る死して資料を展示、 

紹介した。 

 

（３）地域展「地域再発見！４ 荻野地域 ～光善院・あかとんぼ・ガラス工芸～」 

期  間  ３月29日～６月22日 開催日数 82日 

期間中の博物館入館者数 7,612人（１日平均 約93人） 

アンケートによる満足度 90％ 

内  容  厚木市の地域に焦点を絞り、その地域に由来する特徴的な資料を紹介するこ   

とで地域の魅力を再発見し、郷土学習を深めることを目的に毎年開催している。 

今回は荻野地域を取り上げた。 

 

（４）その他の展示 

    触察展示「－めざせ「ユニバーサルミュージアム」－ 触って 感じる あつぎ展」 

（基本展示室） 

    期  間  通 年 

    内  容  直接展示資料に触ることが出来、年齢や障がいの有無に関係なく、誰もが楽 

しめる展示を目指す。博物館のインクルーシブ化の一環として企画し、実施し 

た。 

 

資料１ 
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（５）展示会関連講座など 

ア 展示関連講座 

特別展・企画展等の開催にあたり、見学者の理解を深め、また展示効果を高めるため、展

示テーマに関連した講演会・体験学習を企画した。 

 

 

 

 

 

 

 

回 開催日 テーマ 場所 参加者数 

１ 7月19日 
沖縄の身体装飾－ハジチ－ 

講師：川添裕子氏（松蔭大学教授） 

体験 

学習室 
27 

２ ７月27日 
読んで 書いて わくわく和田傳 

講師：白坂洋一氏（筑波大学附属小学校教諭） 

体験 

学習室 
14 

３ ７月30 日 
記録映像上映会 糸満ハーレー、糸満大綱引き 

講師：大野一郎（当館学芸員） 

体験 

学習室 
22 

４ ８月６日 
記録映像上映会 名城のハーリーとウシデーク 

講師：大野一郎（当館学芸員） 

体験 

学習室 
15 

５ ８月11日 
テレビドラマと「方言」 

講師：田中ゆかり氏（日本大学教授） 

体験 

学習室 
30 

６ ８月23日 
沖縄の祖先祭祀―位牌と墓を中心に― 

講師：稲福政斉氏（沖縄県文化財保護審議会専門委員） 

体験 

学習室 
25 

７ ８月24日 
もっと触りたい縄文土器 

講師：佐藤健二（文化魅力創造課文化財保護係） 

体験 

学習室 
48 

８ ８月27日 
摩文仁 火の御願 

講師：大野一郎（当館学芸員） 

体験 

学習室 
20 

９ ９月23日 
点字用紙de簡単工作 オリジナル点字名刺を作ろう！ 

講師：福喜多恭子（神奈川県ライトハウス所長）他5名 

体験 

学習室 
28 

10 10月18日 
南海トラフを体験する 

講師：厚木市危機管理課 

博物館 

玄関前 
62 

11 11月30日 
宝永噴火と県央地域 

講師：馬場弘臣氏(元東海大学教育開発研究センター教授) 

体験 

学習室 
41 

12 １月25日 
長州藩毛利家の歴史と文化－展示の資料から－ 

講師：柴原直樹氏（毛利博物館館長） 

体験 

学習室 
100 

13 ２月８日 
旧毛利領国の怪談話―八雲とセツが紡いだ物語のゆくえ－

講師：小泉凡氏（島根県立大学短期大学部名誉教授） 

体験 

学習室 
90 

14 ３月１日 
現代の殿様～毛利家あれこれ話～ 

講師：毛利就慶氏（徳山毛利家第14代当主） 

体験 

学習室 
170 

合計（14回） 692 
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イ 展示解説 

特別展・企画展の開催にあたり、見学者の理解を深め、また展示効果を高めるため、各展

示担当の学芸員による展示解説を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ イベント等 

(1) ワークショップの開催 

あつぎ郷土博物館へ気軽に足を運んでもらいリピーターを獲得するため、ワーク 

ショップを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 実施日 事業名 
参加 

人数 
小計(人) 

特 

別 

展 

１月31日 寿－毛利家と共に－ 

担当：山岡裕子（当館学芸員） 

24 
49 

２月23日 25 

２月11日 毛利博物館からのギャラリートーク 

インターネットを使った毛利博物館 柴原館長に

よる展示解説 

40 

130 ２月14日 30 

２月15日 60 

企 

画 

展 

10月４日 
記録されたあつぎの災害 

－地震・神鳴り・禍事・やまひ－ 

担当：飯田好人（当館学芸員） 

７ 

25 
10月25日 10 

11月15日 ８ 

11月29日 ― 

地 

域 

展 

４月12日 荻野地域展(民俗) 担当：大野一郎（当館学芸員） 35 

35 ４月19日 荻野地域展(歴史) 担当：飯田好人（当館学芸員） ― 

４月26日 荻野地域展(自然) 担当：槐 真史（当館学芸員） ― 

合計（12回） 239 

開催日 内容 場所 参加者数 

２月21日 
まが玉づくり 体験学習室 

21 

２月28日 20 

     合計（２回） 41 
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３ 普及啓発活動 

あつぎ郷土博物館では、調査・研究の成果を活かした普及講座を行っている。 

（１）定期講座等 

ア 博物館講座 

                                ※２月28日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 共催講座 

市民団体との協働で事業を実施した。 

                                  ※２月28日現在 

※博物館職員が会に出席しなかったものについては回数に含めていない。 

 

（２） 施設見学 

あつぎ郷土博物館の展示などの施設見学に小学校を中心に受け入れている。 

ア 小学校  

市内の小学校、主に３年生を中心に博物館を利用した施設見学を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 実施日 講座名 場所 参加人数 

古文書 

講座 

２月12日 

はじめての古文書 

講師：飯田 好人（当館学芸員） 

体験 

学習室 

11 

２月19日 11 

２月26日 11 

３月５日 ― 

３月12日 ― 

３月19日 ― 

合計（6回） 33 

団体（活動日） 回数 参加人数 

古文書解読会(第２、３木曜日。４木曜日は学習会) 31 601 

合計（31回） 601 

来館日 学校名 人数 

９月24日 戸田小学校３年生 55 

１月13日 妻田小学校３年生 79 

２月20日 厚木小学校３年生 54 

２月25日 七沢希望の丘小学校３年生 ９ 

合計（４回４校）  197 
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イ 幼稚園・保育園  

来館日 園名 人数 

11月15日 相川保育所 46 

１月13日 田園幼稚園 16 

１月15日 田園幼稚園 16 

１月30日 南毛利保育所 45 

 合計（４回、３園） 123 

ウ 大学 

来館日 大学名 人数 

７月11日 神奈川工科大学 ８ 

12月12日 神奈川工科大学 12 

合計（２回、１校） 20 

エ その他 

来館日 団体名 人数 

５月10日 
放課後等デイサービス 

マジカルシューズ 
16 

５月15日 一友会 26 

７月２日 七沢療育園 10 

７月９日 
放課後等デイサービス 

マジカルシューズ 
16 

８月２日 糸満市友好都市訪問団 ３ 

８月21日 
放課後等デイサービス 

マジカルシューズ 
16 

10月20日 
愛川町録音ボランティアグループ 

かえでの会 
15 

11月８日 厚木市技能職団体連絡協議会 18 

11月12日 
生活介護支援事業所 

のびやか 
25 

11月13日 
生活介護支援事業所 

のびやか 
25 

11月18日 
生活介護支援事業所 

のびやか 
25 

11月21日 
生活介護支援事業所 

のびやか 
25 

１月27日 南毛利公民館 20 

２月15日 睦合西地区青少年健全育成会 25 

２月21日 
放課後等デイサービス 

マジカルシューズ 
16 

２月25日 
放課後等デイサービス 

マジカルシューズ 
16 
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２月27日 緑ヶ丘公民館 19 

２月27日 愛甲公民館 14 

３月１日 防長クラブ 10 

合計（12団体、19回） 340 

 

（３） 出前講座 

あつぎ郷土博物館が収蔵する郷土資料について市民への公開を進めるため、小・中学校、 

公民館などで出前展示、講座を実施している。  

ア 出前講座（小・中学校）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 講師派遣(公民館他) 

開催日 内容（場所） 参加人数 

５月28日 
歴史探訪講座 

（厚木北地区文化振興会） 
23 

７月17日 
歴史講座 

（白根シニアクラブ） 
15 

11月1日 
玉川地区の歴史 

（玉川公民館） 
15 

開催日 学校(対象、内容) 参加人数 

５月16日 相川小学校４年生 相模川の自然観察 30 

６月５日 相川小学校４年生 相模川の自然観察 30 

７月10日 相川小学校４年生 相模川の自然観察 30 

９月９日 相川小学校４年生 相模川の自然観察 30 

10月16日 相川小学校４年生 相模川の自然観察 30 

11月19日 相川小学校４年生 相模川の自然観察 30 

11月20日 相川小学校４年生 相模川の自然観察 30 

12月４日 戸田小学校６年生 戸田の渡し 48 

12月24日 相川小学校４年生 相模川の自然観察 30 

１月21日 相川小学校４年生 相模川の自然観察 30 

１月26日 厚木小学校３年生 むかしの道具 144 

１月27日 上依知小学校３年生 むかしの道具 25 

１月29日 三田小学校３年生 むかしの道具 109 

１月30日 厚木第二小学校３年生 むかしの道具 131 

２月５日 鳶尾小学校３年生 むかしの道具 39 

２月６日 毛利台小学校３年生 むかしの道具 140 

２月25日 相川小学校４年生 相模川の自然観察 30 

合計（17回、８校） 936 
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11月18日 
民具の収集と活用 

（綾瀬市史跡解説ボランティア） 
20 

11月28日 
和田傳文学 

（神奈川工科大学） 
30 

12月５日 
厚木の農具 

（神奈川工科大学） 
30 

12月11日 
解読資料の見識を深める 

（古文書解読会） 
20 

12月11日 
歴史探訪 

（相川公民館） 
15 

合計（８回） 168 

 

（４）学芸員実習、職場体験学習等 

ア 学芸員実習 

     筑波大学、日本女子大、鶴見大学、実践女子大学の４人を受け入れた。 

     令和７年７月25日、７月28日から30日まで、８月18日から20日及び９月６日の 

計８日間。 

 

４ 古民家岸邸 

厚木市指定有形文化財である旧岸家住宅を展示場として、市民から寄贈された五月人形、

雛人形などを展示した。また、御要望に応じ建物の外観、内部の説明と歴史などについて解

説を行った。 

 

 (１) 展示 

タ  イ  ト  ル 期  間 入場者数 

古民家岸邸の端午の節句  ４月19日～５月11日 269 

あつぎ古民家岸邸の七夕 ６月25日～７月13日 90 

あつぎ古民家岸邸の十五夜と十三夜 
10月１日～10月10日 

10月29日～11月３日 
62 

古民家岸邸の雛まつり ２月14日～３月15日 ― 

合計 421 

 (２) 解説 

 

 

 

 

 

 

タ イ ト ル 開催日 団体 参加人数 

岸邸の建築 ２月27日 緑ヶ丘公民館 19 

岸邸の建築 ２月27日 愛甲公民館 20 

 合計（２団体２回） 39 
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（３）講座 

 

 

 

 

５ あつぎ郷土博物館・古民家岸邸入館者数 

（１）令和７年度 あつぎ郷土博物館 月別入館者数（２月28日現在） 

 

（２）あつぎ郷土博物館 年度別利用者数(２月28日現在) 

 

※平成30年度は４月１日から1月25日まで郷土資料館(寿町)を休館し、１月27日からあつぎ郷土博物館(下川入)とし

て開館した。入館者数は、1月27日～３月31日までの人数。 

※令和元年度(平成31年度)は、新型コロナウィルス感染対策のため3月4日から3月31日まで休館。 

※令和２年度は、新型コロナウィルス感染対策のため４月１日から５月26日まで、１月12日から３月21日まで休館。 

※令和３年度は、新型コロナウィルス感染対策のため８月７日から９月30日まで休館。 

 

（３） 令和７年度 古民家岸邸 月別利用者数(１月31日現在) 

                         

 

 

 

 

 

 

 

タ イ ト ル 開催日 参加人数 

あつぎ古民家岸邸 秋のはがき絵教室 10月５日 11 

 
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 

入 館 者 2,682 2,899 2,387 2,614 3,003 2,783 2,134 2,590 790 2,688 3,433 

開 館 日 29 30 29 28 30 29 30 29 14 27 27 

平 均 92 97 82 87 100 96 71 89 56 100 127 

累 計 2,682 5,581 7,968 10,582 13,585 16,368 18,502 21,092 21,882 24,570 28,003 

  元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 6年度 ７年度 合計 

入 館 者 36,586 19,549 19,228 23,115 27,090 33,951 28,003 187,522 

開 館 日 320 226 282 332 336 334 302 2,132 

平 均 114 87 68 70 81 102 93 88 

  ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 

入 館 者 197 298 126 128 123 91 81 117 69 163 

開 館 日 21 23 21 22 23 20 23 22 16 20 

平 均 9 13 6 6 5 5 4 5 4 8 

累 計 197 495 621 749 872 963 1,044 1,161 1,230 1,393 
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（４） 古民家岸邸 年度別利用者数(１月31日現在) 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 

入 館 者 4,229 3,282 5,288 3,506 3,587 3,167 2,806 

開 館 日 213 357 357 359 360 359 359 

平 均 20 9 15 10 10 9 8 

  平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 

入 館 者 2,737 3,834 3,429 3,681 3,242 2,838 4,463 

開 館 日 359 360 359 359 359 360 252 

平 均 8 11 10 10 9 8 18 

  平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

入 館 者 3,134 3,859 4,253 4,306 3,589 3,420 2,130 

開 館 日 250 249 252 252 252 252 230 

平 均 13 16 17 17 14 14 9 

  令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和6年度 令和7年度 合計 

入 館 者 624 1,620 2,676 1,849 2,011 1,393 84,514 

開 館 日 161 215 252 248 250 211 7,813 

平 均 4 8 11 ８ ８ 7 11 


